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Abstract
  Given on previous research on current sports articles, social scientific research centered 
on media is mainstream, and there are few studies on comparing newspaper article ex-
pressions in football coverage. In addition, although there are many cases focusing on 
expression characteristics of sports news such as so-called newspapers and television, 
there are no studies focusing on the differences of Chinese and Japanese newspaper on 
professional soccer. In this regard, there have not been any studies directly related to this 
research, such as expressing soccer articles of Chinese and Japanese local newspaper. 
  Currently in China, there is a professional football league as the CSL (Chinese Football 
Association Super League), which is the same as J league in Japan. The competition of 
these two league has been reported by the local newspaper respectively, which is known 
as "Henan daily" and "Kahoku Shimpo".The local team "Henan Jianye" and "Vegalta Sendai 
" are local team of the top league in both countries, in that I thinking to analyse differ-
ences of these article on local team matches is rational. The sports articles by comparing 
Henan Daily and Hebei Shimpo is rational, which has issued circulation number of 530,000, 
and it is meaningful for me who wants to become a sports reporter in the future.
  What are the differences and differences in coverage on soccer in China? By analyzing 
articles about soccer, we can understand what media of China and Japan are trying to 
communicate to readers and Internet users.
  Key words:  professional soccer, Chinese and Japanese local media, differences of news 
report 
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１．諸言
現在のスポーツ記事に関する先行研究
に着目した場合、メディアを中心とした社
会科学的な研究が主流であり、サッカー報
道における新聞の記事表現比較に関する研
究は少ない。また、いわゆる新聞やテレビ
などのスポーツニュースの表現特性に着目
したのは多くあるが、中日地方新聞やプロ
サッカーについての新聞などに焦点を当て
た研究は皆無である。この点に関して言え
ば、中日の地方新聞のサッカー記事表現な
ど、本研究と直接関係がある研究は未だな
されていない。ここに、本研究のオリジナ
リティーと研究価値が存在していると考え
られる。
筆者は 1992 年中国の河南省安陽市に生
まれた。小学校では昼休みに学校のグラン
ドで 50 人ほどの同級生と一つのボールを
追いかけてサッカーを楽しむことが多かっ
た。これが筆者とサッカーの出会いである。
しかし、中学や高校時代は勉強に集中しな
ければならず、サッカーをする機会はほと
んどなくなり、あったのは週 2 回の多くの
競技の一つとしてのサッカーの授業だけと
なった。上海体育学院に入学してスポーツ
にとりわけサッカーに関心を持つようにな
ると上海体育場などのサッカー場で上海上
港のゲームを観戦することが増えた。それ
に伴って、中国スーパーリーグ（CSL）に
関する新聞やテレビのニュース、それにイ
ンターネットでサッカー記事と接するよう
になった。
ここで、中国と日本のスポーツ選手にな
る過程の違いを見てみる。中国では、筆者
のように 6 年間で小学校を卒業したあと、
普通の中学校、そして、高校に進学し（普
段 6 年）、大学入学を目指す人たちがいる。
一方、スポーツ選手を目指す人たちは小学
校を卒業してから体校（スポーツ専門）に
進学後、中学校、高校と訓練を続けること
になる。このように中国と日本ではスポー
ツ選手になっていく過程は類似点もあるが
中国のスポーツ専門とする「体校」や日本
における「スポーツ少年団」、「クラブチー
ム」に所属するなど、スポーツとの接触方
法には相違点も見えてくる。筆者は日本留
学をきっかけに、日本で行われている様々
なスポーツ、とりわけプロスポーツに興味
を持つようになった。中でも、上海時代に
熱心に見ていたサッカーは特である。宮城
県仙台市には「ベガルタ仙台」というプロ
サッカーチームがある。地元の地方紙「河
北新報」やテレビ局は試合の前後はこの
チームについて詳しく報じている。こうし
た報道に接するたびに中国と日本のサッ
カーチームやサッカー報道を比較研究とす
ることでスポーツや文化に対しての考え方
の相違点や共通点が見えてくるのではない
かと考えた。
２．研究の目的
サッカーに関するニュースは、中日のメ
ディアでも関心が高いコンテンツである。
とりわけスポーツニュースにおいてサッ
カー報道は新聞紙面、放送時間、インター
ネットで多くが割かれている。
サッカーに関する報道に中日ではいかな
る相違や差異があるのだろうか。サッカー
に関する記事を分析することによって中日
両国のメディアが読者、視聴者、インター
ネットユーザーに何を伝えようとしている
のかが理解できるのではないだろうか。
まず、中国河南省で発行されている「河
南日報」と宮城県で発行されている「河北
新報」の地元チーム「河南建業」と「ベガ
ルタ仙台」の試合をどう伝えているか記事
を分析する。それによって、表現方法、試
合や選手などへの焦点の当て方の違いに
よって読者に何を強調して伝えようとして
いるかまたサッカーとスポーツに対する認
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識、報道効果の中日双方の違いが見えてく
るのではないか。
本研究は中日地方新聞の記事表現の主
題と内容の基本特徴を把握し、双方のサッ
カー記事の現状を分析、記事表現に内在す
るそれぞれの問題について研究する。
３．本論文の構成と研究の進め方
第一節　調査対象
研究対象として、河南日報と河北新報と
のサッカー記事を探し、記事の内容、主旨、
立場、タイトル、版面などについて検討す
る。定量分析により、サッカー記事表現の
差異をデータで示す。
量的分析と質的分析によってわかった中
日地方新聞の差異について、当事者にイン
タビューによる調査で明らかにしていこう
と考え、2017 年 6 月 21 日に「河北新報」
スポーツ部の記者 2 人にインタビュー調査
を試みた。一方、「河南日報」スポーツ部
の記者にもインタビュー調査をするため、
いろいろなルートからアプローチしたが、
残念ながら当事者に連絡が取れなかった。
このため当事者へのインタビューによる中
日地方新聞の表現の共通点と相違点は明ら
かに出来なかった。ここでは「河北新報」
スポーツ部のサッカー担当のＳ氏とＨ氏の
インタビューによる調査で記者の報道姿勢
を見ていく。
第二節　調査方法
1．文献調査
既存の参考文献、資料を通して、課題の
現状を全面的に把握し、理論参考を提供す
る。
2．データ分析
中日の地方新聞により、サッカー記事に
関する書き方や伝え方などを明らかにする
ために、単純集計結果をもとに、全体像の
把握を試みた。具体的に言えば、「河南日報」
と「河北新報」が、中国サッカースーパー
リーグ（以下CSL）と日本プロサッカーリー
グ（以下 J リーグ）に関連する記事をどう
伝えているか、特に読者に強く意識させて
いるのは何かに着目した。それにより中日
のサッカー報道の相違や差異について比
較、分析を行った。その際、クロス集計を
実施し、有意差検定を行った。なお、これ
らの統計処理については、日本版「SPSS11.5 
FOR WINDOWS」を用いた。
3．質的分析
「河北新報」と「河南日報」の見出しを
質的分析するのに、KJ 法という分析方法
（「続・発想法 ＫＪ法の展開と応用」川喜
田二郎、中公新書、1970）を用いて行う。
手順は下記の通りである。
① . データを取る（J1：2016 シーズン 2 月
27 日（開幕戦前日）から 11 月 4 日（最
終戦の翌日）まで；年間 85 回、見出し
314 本。CSL（中国スーパーリーグ）：
2016 シーズン 3 月 3 日（開幕戦前日）
から 10 月 28 日（最終戦の翌日）まで；
年間 34 回、見出し 61 本）。
② . すべての見出しを一行ずつ切片化する
（分析要素を紙面に印刷し、切片化にす
る）。
③ . 似たものをグループに分ける（グルー
プ化）。
④ . グループに見出しを付ける（見出しを
グループでカテゴリ化）。
⑤ . 見出しから研究目的（明らかにしたい
こと）を分析、考察する。
第三節　インタビュー調査内容
1）「公式練習」に関する各ポイント
2）「試合」に関する各ポイント
3）「選手」に関する各ポイント
４．結果
年間全体の「地元サッカーチーム」に関
する報道回数を見ると、すべてリーグ戦に
関するものであった。カイ 2 乗検定を実施
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した結果、有意差が認められた。
また上記の表のように 2016 シーズンは
河北新報がすべての試合を報道しているの
に対して河南日報は試合の結果によって、
下記の表通り報道回数は違っている
つまり、試合の結果によって両新聞社
が記事を掲載するかどうか大きく違ってく
る。河北新報は試合の結果を問わず、毎回
報道するのに対して、河南日報は試合が
勝った場合では、報道する比率が 80％と
なったが、敗戦した場合、3 回しか報道し
ていないことが分かった。これは明らかに
敗戦というマイナスイメージを広げまいと
しているように考えられる。また、この差
異は報道姿勢の違いだけでなく、想定した
読者も違うと言えるのかもしれない。例え
ば「河北新報」の読者は宮城県に住んでい
る一般大衆であるが、「河南日報」は一般
大衆より政府に務める人たちが読むことが
多くなる。これも両社の報道回数の違いの
1つの原因であると考える。
年間全体を通した、サッカー記事の文
字数を見ると（表 1-2-1）、一番著しいのは
各新聞社のサッカー記事の文字数の分布は
全く異なることが分かった。たとえば「河
南日報」のサッカー記事の半分以上は字数
「500まで」となっている。しかも、97％の「河
南日報」のサッカー記事が字数「1000 まで」
の範囲に入った。それに対して、「河北新
報」は字数「1000 まで」の割合が 15.5％で
あり、一番多く分布する範囲は字数「1000
から 1500 まで」である。カイ 2 乗検定を
実施した結果、有意差が認められた。
年間全体を通したサッカー記事の見出し
数を見て（表 1-3-1）まずわかるのは、両
新聞社のサッカー記事の見出しの本数の違
いである。「河北新報」は 3 本の見出しと
4 本の見出しをよく使い、それぞれ 34.5％
と 44.0％の割合となっている。しかし、「河
南日報」のサッカー記事には 1 本ないし 2
本の見出しがよく見られる。特に 2 本の
見出しは「河北新報」より 64％多かった。
カイ 2 乗検定を実施した結果、有意差は認
められた。
年間全体では、サッカー記事の写真数と
写真面積を見ると、（表 1-4-1）「河南建業」
の写真の使用回数は年間 34 枚しかないが、
「河北新報」は年間84枚である。「河南日報」
年間全体の「地元サッカーチーム」に関する報道回数
X2（値）＝ 5.657　df（自由度）＝ 2　＊ P<0.05
（河南建業　年間30試合のうち　10勝 15敗 5分け）
報道回数
表1-2-1　年間全体のサッカー記事の文字数
（Ｎ＝143994）（単位：文字）
X2（値）＝ 76.216　df（自由度）＝ 4　＊ P<0.05
表 1-3-1　年間全体のサッカー記事の見出し数
（Ｎ＝118、単位：本）
X2（値）＝ 82.554　df（自由度）＝ 5　＊ P<0.05
表 1-4-1　年間全体のサッカー記事の写真数と写真面積
（枚数＝118、単位）
X2（値）＝ 89.647　df（自由度）＝ 4　＊ P<0.05
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の 2.47 倍になった。さらに、写真のサイズ
を分析すると、「河南日報」は 50cm2 以下
の写真をよく使い、年間写真の 82.4％を占
める。しかし、「河北新報」は 100cm2 から
150cm2 の写真を一番多く使い、46 枚の写
真を年間写真使用面積の半分以上となり、
54.8％であった。カイ 2 乗検定を実施した
結果、有意差は認められた。つまり、サッ
カー記事の写真の使用について、「河南日
報」と「河北新報」は大きな差異がある。
SPSS での量的分析によって、「河北新報」
と「河南日報」のサッカー記事の報道回数、
報道量、文字数、見出し数、写真面積の違
いを明らかにした。
「河北新報」と「河南日報」は各地元のサッ
カーチームに関する記事の報道回数、報道
量、文字数、見出し、写真の使用について
基本的に違っていることが分かった。特に
報道回数は河北新報がすべての試合を報道
しているのに対して河南日報の場合、河南
建業が敗戦した場合はほとんど報道してい
ないことがわかった。また見出し数や写真
の使用については言語と読者の違いがそれ
ぞれ原因であることもわかった。
それらの共通点と相違点を表現方法、試
合や選手などへの焦点の当て方の違いをあ
きらかにすることで読者に何を強調して伝
えようとしているか。またサッカーという
スポーツに対する認識や報道効果など中日
双方の違いが見えてくるのではないか？記
事の内容についての質的分析を行って、以
上の問題をもっと深く理解したいと考え
る。
質的分析
見出しは 6 つのグループに分けられた。
これにグループの見出しを以下の通り付け
てみた。見出しの主語は何か、選手の情報、
チームの状態、試合内容と結果、地元・（仙
台 / 河南）を意識した表現、その他（被災
者への応援等）の 6 つであった。そして、
各グループの関係を下記の図表で示され
る。
各グループは「試合の内容と結果」を
中心にしてつながっているが、その他「被
災者への応援」は独立した存在となってい
る。これは 3月 13 日付スポーツ面（14 面）
の仙台・鹿島戦の見出しで「被災地背負い 
戦い抜く」に代表され、2011 年の東日本
大震災の被災者への連帯を強く意識してい
る。しかし「河南建業」のほうは 2016 年
度に中国では「東日本大震災」のような大
きな災害がなかったため、「被災者」に応
援することもなかった。
見出しの主語は「ベガルタ仙台」（図に
仙台と示す）、「他チーム」（J1 と CSL の他
のチーム）、「選手」である。よく見られる
のは「チーム」（仙台）を主語としての見
出しである。「河南日報」は 2016 年シーズ
ンの開幕戦直前に「河南建業」の新しいチー
ムメンバーを紹介した記事に「選手」が主
語となった見出しがのせられたが、主とし
て「チーム」全体、「監督」の見出しが多
く見られた。「河南日報」と比較して、「河
北新報」は「ベガルタ仙台」リーグ戦の試
合について年間 87 回の報道回数に 314 項
の見出しがある。その中に「仙台」で 34
項目、「他チーム」で 64 項目であり、しか
し、「選手」での見出しは 101 項目であっ
た。そして、試合の結果（勝ち負け）によ
り、だれが見出しの主語になったかを分析
すれば、「見出しの主語」と「試合の内容
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と結果」両グループの関係が分かるように
なる。たとえ、開幕戦後（2016.2.28）の新
聞には「守備に安定感 / 仙台好発進 / 攻守
に奮闘 鮮烈デビュー / 三田決勝ゴール 新
戦力躍動 平岡と大岩 好守」という見出し
を掲載しており、主の見出しは「守備に安
定感」である。「チーム」を主語としての「守
備に安定感」、「仙台好発進」、「攻守に奮闘 
鮮烈デビュー」はチーム全体の視点から試
合内容を報道する。「選手」の情報によって、
ゴール、試合のパフォーマンスを個人の視
点から報道する見出しもある。しかし、勝
利した場合と違って敗戦時には選手が主語
となる見出しは少ない。2016 年 4 月 17 日
の報道はリーグ戦連続敗戦した時の記事で
ある。「リーグ戦 4 連敗 / 守備的新布陣 仙
台通用せず / 後半に集中切れ連続失点」と
見出しはすべてチーム全体の視点からつけ
られている。
そして、年間全体の試合の結果によって、
見出しの主語は「一定のルール」がある。
このルールは簡単に言えば、「試合の内容
と結果」との関係である。その関係は勝利、
敗戦、ドローの状況だけではなく、連勝、
連敗、連続失点など連続した場合が強調さ
れる。見出しの主語は「個人・選手」となり、
「ゴール」を決めるや「連続先発」など「個人・
選手」が強調される。また、見出しの主語
は「チーム全体」となり、「勝利」や「敗戦」
など「チームの状態」が強調される。試合
の内容と結果では、勝利した場合「仙台」、
「他チーム」を主語とする見出しとなる場
合が少ないが、敗戦の場合は多くなる。た
とえば「仙台 3 失点完敗」、「仙台 守りに
甘さ」、「リーグ戦 4 連敗」というような直
接に「チーム」と「敗戦」を組み合わせる
見出しはよく見られる。一方「勝利」、「連勝」
のとき、「金久保先制 左振り抜く」、「三田
かっ主役弾」というようにゴールを決めた
選手はだれかが見出しとなり、「個人・選手」
が主語となる見出しが試合翌日の新聞によ
く掲載される
この表を見て、まず言えることは河北新
報の見出しグループと比較して河南日報の
見出しグループが少ない。見出しの主語は
何か、チームの情報、試合の内容と結果、
地元（河南）を意識した表現、その他（経
営状態、カップ戦との関連）の 5つのグルー
プとなった。次に、各グループの中心は、
試合の内容と結果ではなく、見出しの主語
は何かである。河北新報と違って見出しの
主語は「チーム」と「監督」である場合が
多いため、「チームの情報」と「試合の内
容と結果」は「河南建業」と「贾秀全」（河
南建業の監督）を巡るものである。しか
も、たとえ「経営情報」、「カップ戦との関
連」は河北新報の見出しの中に見たことは
ない。
河南日報は年間 34 回の記事の中に見出
し 61 項である。その中で「河南建業」を
主語としたのは 52 回となり、「監督」が 5
回となり、「その他」は 4 回しか出てこな
かった。しかも、その他には「選手」を主
語にする見出しが 3回しかない。
河南日報の見出し本数は河北新報よりほ
ぼ 5 分の 1 であるが、「チーム」（敵チーム
を除く）が主語となる見出しの回数は 1.5
倍となった。例えば、2016 年 4 月 15 日の
見出し「贾秀全：建業不是 “ 黑馬 ”」（贾秀
全監督の発言）（建業はダークホースでは
ない）では主語が河南建業である。しかし、
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監督が言っているのは「建業」の評価であ
り、河南日報の見出しの中心は「個人・選手」
ではなく、「チーム」全体ということが分
かる。試合の結果（勝負）を問わず、チー
ム全体を強調し、見出しの主語をチームに
するのは地域連帯感を導き出すということ
ではないだろうか。
４．結果
「河北新報」と「河南日報」は各地元のサッ
カーチームに関する記事の量、文字数、見
出し、写真の使用について基本的に違って
いることが分かった。それは読者、言語の
違いなどが原因であるが、両社は読者に対
して同じように地域連帯感を作り上げよう
としているのではないかと考えられる。し
かし、両社は地元サッカーチームを報道す
る際の注目点は違っている。河北新報は「読
者」に「ベガルタ仙台」というチームの魅
力を伝えることに重点を置き、河南日報は
「結果」を「読者」に事実として端的に伝
えている。これは報道方針と読者の違いか
らくるものであると考える。
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